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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヴェーダーンタ思想の重要なテキストである『ヨーガヴァーシシュタ』
の、ムガル宮廷で編纂された3つのペルシア語訳、およびそれに派生して編纂された小さい作品群を対象とし
た、翻訳文献研究である。主たる対象となったのは、サリーム皇子の命令で編纂されたパーニーパティー版、ア
クバル皇帝の命令で編纂されたファルムリー版、そしてダーラー・シュコーの監修による版である。未校訂であ
ったファルムリー版の校訂作業を、ダブリンとラホールに所蔵されている写本を基に進め、また原典におけるヴ
ェーダーンタ思想や、生前解脱の思想がどのようにペルシア語で表現されているかを分析した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the three Persian translations of the Yogavasishta,
 an important text of Vedanta thought in the medieval and early modern periods. These translations 
were compiled at the Mughal court. This research also dealt with a collection of several small works
  relevant to these translations.  The main targets were (1) the Nizam al-Din Panipati version 
compiled under the order of Prince Salim (future fourth emperor Jahangir), (2) the Farmuli version 
compiled under the order of the third Emperor Akbar, and (3) the version supervised by Dara Shukuh, 
possibly compiled by Banwali Das. The researcher prepared an edition of the Farmuli version based on
 manuscripts held in Dublin and Lahore. The researcher also analized how the Vedantic philosophical 
concepts and the idea of liberation during life are expressed in Persian in the original text. 

研究分野：アジア史・アフリカ史

キーワード： ムガル帝国　ヨーガヴァーシシュタ　ヴェーダーンタ　ペルシア語　翻訳

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の助成期間中に、予定していたファルムリー版ペルシア語訳の校訂作業を終えた。既に校訂テキスト
が出版されていたパーニーパティー版、ダーラー・シュコー版と比較して、ファルムリー版のテキストはダブリ
ン写本に挿入されている絵画の美術史的研究を別とすれば、先行研究において分析対象とはなっておらず、本課
題で作成した校訂テキストが発表されれば、今後広く研究の発展に貢献する。また、複数の翻訳テキストの文章
を比較したことで、これまでヴェーダーンタ思想とイブン・アラビーの存在一性論の近接といったような主張が
なされていた先行研究の議論に、各々の翻訳者が採った翻訳ストラテジーの違いを明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

南アジアのムスリム政権における翻訳活動については、その文化史上の重要性が20 

世紀初頭から指摘され続けてきた。しかし、翻訳文献の原典との比較対照を行うに

は、サンスクリット、アラビア語、ペルシア語の語学に加えて、サンスクリット学と

イスラーム学両方の知見を必要とすることから、これまでの研究は僅かな例外を除い

て、どのような文献が翻訳されたのかを列挙するにとどまっていた。幸い2010 年代に

入り、ペルシア語の翻訳文献、インド的学知を扱った文献を網羅的にサーヴェイし、

その知的受容の様相を解明しようとする国際共同研究プロジェクト“Perso-Indica”が、

パリ第3 大学を拠点として発足した。更に、2016年にはAudrey Truschke, Culture of 

Encounters: Sanskrit at the Mughal Court, Columbia University Press が出版された。同書に

おいてTruschke はムガル帝国宮廷下で翻訳された『マハーバーラタ』『ラーマーヤ

ナ』ペルシア語訳の原典との比較対照を行っている。世界的にも今まさに南アジアの

翻訳活動を研究する機運が高まりつつあるが、翻訳文献の総数に比して研究の蓄積は

少なく、翻訳活動の全容を解明する道のりは長い。 
 
２．研究の目的 
本課題の研究者は、これまでカシミールのサンスクリット歴史書とそのペルシア語訳

を対象として研究を進めてきたが、上記の研究背景に鑑みて、これまでの研究をさらに

発展させて、ムガル帝国宮廷で複数回翻訳された、『ヨーガヴァーシシュタ（ヴァシシ

ュタ仙のヨーガ論）』ののペルシア語訳を対象として、ペルシア語訳の基礎的な文献学

的研究はもとより、ペルシア語訳においてサンスクリット原典の諸概念がどのように翻

訳されているのかを明らかにする。本研究の成果を踏まえて、南アジア・イスラーム文

化における翻訳文献研究を国際的に推進していくものである。 
 
３．研究の方法 
『ヨーガヴァーシシュタ』は、『ラーマーヤナ』を主題とした、ラーマと聖仙ヴァ

シシュタとの対話を通じて、解脱への道を辿っていく作品である。同作品は中世・近

世南アジアのムスリムによってスーフィズムとの思想的な類似が見出され、ムガル帝

国宮廷においては、(1) 皇子サリーム（後の第4代皇帝ジャハーンギール）の命による

パーニーパティー訳、(2) 第3 代皇帝アクバルの命によるファルムリー訳、(3) 皇子ダ

ーラー・シュコー訳の都合3 種類の翻訳が編纂された。更に申請者は、カシミールで

の写本調査のなかで、上記3つの翻訳のいずれとも異なる、アクバル宮廷の翻訳者・詩

人ファイズィーに帰される、第4 の翻訳の写本を発見した。以上4つの翻訳が研究対象

となる。 

本研究は以下の研究方法を軸として実行される。(1) 未だ校訂出版されていない、フ

ァルムリー約のテキストを、ダブリンとラホールに所蔵されている写本に基づいて校訂

する。(2) 『ヨーガヴァーシシュタ』のペルシア語訳の全文とサンスクリット語原典の

対応箇所を対照させる。そして、原典中に用いられる政治・科学・ 宗教・文化などの

諸概念を表す術語がどのように翻訳されているか、用例を網羅的に抽出してその内容を

精査する。 (3) 研究方法(1)で得られた知見を基に、 4 種類の異なる翻訳が作成された

意義を、ムガル帝国の文化史上に位置づける。さらに、イランへの翻訳の伝播・影響に



ついて明らかにする。 
 
４．研究成果 
研究方法 (1) について 

 アクバル宮廷で編纂されたファルムリー訳の校訂テキスト作成作業を、研究期間の延

長込みではあるがひとまず完了することができた。ただし校訂作業の中途で、サンスク

リット原典からの借用語のラテン文字転写をペルシア語テキストの合間に括弧つきで

挿入する必要性を感じたため、引き続き借用語の解説を含めた改訂作業を、本課題の研

究期間の終了後も続けている。一連の作業が終わり次第、ファルムリー訳の校訂テキス

トを出版する予定である。 

 

研究方法 (2) について 

 本課題の研究期間中に、インド、パキスタン各地の写本図書館を訪れて、関連する作

品の写本を収集することができた。『ヨーガヴァーシシュタ』サンスクリット原典と、

それぞれのペルシア語訳との対照、術語・文章の比較研究については、サリーム皇子の

命によるパーニーパティー訳と前述のファルムリー訳が、いずれもイブン・アラビーの

存在一性論の影響を受けつつ、原典のヴェーダーンタ思想を存在の自己顕現過程として

訳出していることが明らかになった。しかし、パーニーパティー訳が、自己顕現の起点

となる絶対者に対して、ヴェーダーンタ思想における絶対者であるブラフマンの語を充

てているのに対して、ファルムリー訳は存在一性論における絶対非限定存在への言及不

可能性から、絶対者に対してブラフマンの語を充てることを回避していることが、研究

の結果明らかになった。これは、パーニーパティー訳がイラーハーバードのサリーム皇

子駐屯地において、ヴァラナシから招聘したヴェーダーンタ学者、パターン・ミシュラ・

ジャージープリーとジャガンナータ・ミシュラ・バナーラスィーの協力のもとに作成さ

れており、ヴェーダーンタ思想家たちの影響下に編纂されたことが予想されるのに対し

て、ファルムリー訳の編纂環境は不明ながら、ヴェーダーンタ思想家たちからは距離を

置いた環境で、ファルムリー訳が編纂されたことが推測される。また、ファルムリー訳

には、インドのそれぞれの学派における絶対者の名称が複数の箇所で列挙されており

（空論者にとっては空、唯識にとっては識、ニヤーヤ学派にとってはアートマン、など）、

このようなパースペクティヴィズム的な記述は、他のペルシア語訳には見られない、フ

ァルムリー訳の特徴であることも明らかになった。ファルムリー訳の本文中において、

ファルムリーは自らが思想家カビールの弟子であると自称しているが、この表明が、フ

ァルムリー訳における絶対者に関する表現と関係があるかどうかは、更なる分析を必要

とする。他方でダーラー・シュコー訳は、サンスクリット原典に含まれているヒカーヤ

ト（挿話）の物語訳としての性格が強く、起点文化の思想の解釈には前二者ほど重視し

ていないことが明らかになった。ファイズィーに帰される第 4 の翻訳については、研

究期間中に十分な分析を行うことができなかった。 

 これらの研究で得られた知見については、国内・国外の複数の研究会・学会にて報告

した。ただし論文等での文章化には至らなかったので、ファルムリー訳校訂テキストの

出版と共に、論文執筆も引き続き進めていく。 

 

研究方法 3について 



 比較的短期間で相次いでパーニーパティー訳（1597–98年）とファルムリー訳（1602

年）が編纂された事実に関して、近年 Azfar Moinらが提唱しているムガル帝国の神聖王

権論と関連付けて、『ヨーガヴァーシシュタ』のメインストーリーがコーサラ国の皇子

ラーマが最終的に生きながらの解脱を達成するものであるため、生きながらの解脱を果

たした皇子＝存在一性論における完全人間として、ムガル皇族たちは同作品の内容を受

容し、王権強化のための手段としてペルシア語訳を命じたのではないかと、本研究課題

の研究を通じて推測した。この推測は、2023年 5月にマルセイユの EHESSオフィスで

開催された講演会で言及した。こちらも研究方法 (2) と同様に文章化にまで至ってお

らず、引き続き論文執筆を進めていく。 
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